
（ 一 般 屋 内 用 ）

施 工 説 明 書

取 扱 説 明 書

取 説 Ｎ ｏ ． Ｎ Ｎ Ｆ Ｋ ９ １ ０ ０ ２ － Ｔ

保 管 用

意

施 工は、 施工説 明に したが い確 実に行 なう。 　施 工に不 備が あると 落下の 原因 となり ます 。

告警

湿 気の多 い場所 、振 動の強 い場 所、雨 水のか かる 場所、 風の 強い場 所、腐 食性 ガスの 発生 する場 所では 使用 しない でく ださい 。

　落 下・感 電・火 災の 原因と なり ます。

金 具の取 付・取 外し は手袋 （手 首まで 覆われ るも の）長 袖作 業服な どの保 護具 を使用 する 。けが の恐れ があ ります 。

告

注

警

意注

・ 本 器 具 は パ ナ ソ ニ ッ ク 製 ｉ Ｄ シ リ ー ズ 埋 込 型 下 面 開 放 型 連 結 用 器 具 専 用 の 連 結 金 具 で す 。

・ 上 記 （ 　 ） 内 は 加 工 品 番 で す 。 　 以 降 、 加 工 品 番 お よ び 特 注 品 番 の 記 載 を 省 略 し ま す 。

連結金具（連結用器具）

ＮＮＦＫ（Ｈ）９１００２

ＮＮＦＫ（Ｈ）９１００３

一体型ＬＥＤベースライト

ｉＤシリーズ

一体型ＬＥＤベースライト

ｉＤシリーズ

一体型ＬＥＤベースライト

ｉＤシリーズ

金 具を改 造しな い。 　落下 ・感 電・火 災の原 因と なりま す。

連 結金具 は必ず 上表 に記載 のパ ナソニ ック製 ｉＤ シリー ズ埋 込型下 面開放 型器 具の連 結用 器具と の組合 せで 使用す る。

　単 体連結 には使 用し ない。 落下 の原因 となり ます 。

下面開放型　Ｗ１５０

ＮＮＬＫ４１７１７Ｊ ＮＮＬＫ４１７１８ＪＮＮＬＫ４１７１６Ｊ

ＮＮＬＫ（Ｈ）４１７１６Ｊ ＮＮＬＫ（Ｈ）４１７１７Ｊ ＮＮＬＫ（Ｈ）４１７１８Ｊ

ＮＮＬＫ４１７２２Ｊ

ＮＮＬＫ（Ｈ）４１７２２Ｊ

ＮＮＬＫ４１７２１Ｊ

ＮＮＬＫ（Ｈ）４１７２１Ｊ

ＮＮＬＫ４１７２０Ｊ

ＮＮＬＫ（Ｈ）４１７２０Ｊ

下面開放型　Ｗ１９０

ＮＮＬＫ４２７２５Ｊ

ＮＮＬＫ（Ｈ）４２７２５Ｊ

ＮＮＬＫ４２７２４Ｊ

ＮＮＬＫ（Ｈ）４２７２４Ｊ

ＮＮＬＫ４２７２３Ｊ

ＮＮＬＫ（Ｈ）４２７２３Ｊ

下面開放型　Ｗ２２０

ＮＮＬＫ４２７３３Ｊ

ＮＮＬＫ（Ｈ）４２７３３Ｊ

ＮＮＬＫ４２７３２Ｊ

ＮＮＬＫ（Ｈ）４２７３２Ｊ

ＮＮＬＫ４２７３１Ｊ

ＮＮＬＫ（Ｈ）４２７３１Ｊ

下面開放型　Ｗ３００

・ 本 体 施 工 は ラ イ ト バ ー に 同 梱 の 説 明 書 も あ わ せ て 参 照 し て く だ さ い 。

ＮＮＦＫ（Ｈ）９１００２

連 結 中 用 品 番 連 結 右 用 品 番 連 結 左 用 品 番

器 具 ス タ イ ル

ＮＮＦＫ（Ｈ）９１００３

連 結 金 具 品 番

適 合 器 具 品 番

・ 器 具 の 施 工 に は 電 気 工 事 士 の 資 格 が 必 要 で す 。 施 工 は 必 ず 工 事 店 に 依 頼 し て く だ さ い 。



お 問 い 合 わ せ 先 　 パ ナ ソ ニ ッ ク 　 照 明 と 住 ま い の 設 備 ・ 建 材 お 客 様 ご 相 談 セ ン タ ー

　 　 　 　 　 　 　 　 ０ １ ２ ０ － ８ ７ ８ － ７ ０ ９ （ フ リ ー ダ イ ヤ ル ） 　 ０ １ ２ ０ － ８ ７ ２ － ４ ６ ０ （ Ｆ Ａ Ｘ ）

大 阪 府 門 真 市 門 真 １ ０ ４ ８５ ７ １ － ８ ６ ８ ６ラ イ テ ィ ン グ 機 器 ビ ジ ネ ス ユ ニ ッ トラ イ テ ィ ン グ 機 器 ビ ジ ネ ス ユ ニ ッ トパ ナ ソ ニ ッ ク 株 式 会 社パ ナ ソ ニ ッ ク 株 式 会 社パ ナ ソ ニ ッ ク 株 式 会 社

Ｍ Ｎ ０ ５ １ ９

金具が 破損 した状 態で使 用し ない。 落下 の原因 となり ます 。

警告警告

金具を 改造 しない 。　落 下・ 感電・ 火災 の原因 となり ます 。

各部のなまえと取付方法各部のなまえと取付方法

器具の取付・取外しは手袋など保護具を使用する。

けがのおそれがあります。

ライトバーの取付・取外しは必ず電源を切る。

施工に不備があると、火災・感電・落下の原因となります。

警

施工は、施工説明書にしたがい、確実に行う。

告

（ 同 梱 ）

座 金 ・ ネ ジ

連 結 右 用 器 具

　不備があると器具落下・感電・火災の原因となります。

・連結右用器具の連結側（銘板側）に

　下図説明のように連結金具を取付ける

１１ 連結 金具を 器具 本体 に取付連結金 具を 器具 本体に 取付

　不備があると器具落下・感電・火災の原因となります。

ＮＮＬＫ４２７３１Ｊ＋ＮＮＬＫ４２７３２Ｊ＋ＮＮＬＫ４２７３３Ｊの

例で説明しています。

連 結 金 具

　不備があると器具落下・感電・火災の原因となります。

・連結中用（左用）器具を右用（中用）器具に隙間ができないように、

　施工説明書にしたがい取付ボルトで確実に取付ける。

３３ 中 用（左 用） 器具 本体の 施工中用 （左 用） 器具本 体の施 工

　不備があると器具落下・感電・火災の原因となります。

・ライトバー、又は本体同梱の施工説明書にしたがい

　連結右用本体を取付ボルトで確実に取付ける。

＜ネジに座金をとりつける方向＞

座 金 の 歯 が 本 体 に

当 る 方 向 で ネ ジ に 取 付

拡

大

＜ネジ取付位置＞

長穴 の器具 端側 にネ ジ止め

（注 ）内側 に取 付け ると逆 側の ネジ止 めが でき ません

　不備があると金具落下の原因となります。　不備があると金具落下の原因となります。

２２ 器具 本体の 施工器具本 体の 施工

長 穴

・連結中用（左用）器具と連結金具を

　手順１と同様にして取付ける。

（ 連 結 左 用 器 具 ）

連 結 中 用 器 具

（ 同 梱 ）

座 金 ・ ネ ジ

＜施工完了状態＞

本 体 合 わ せ 部 に 隙 間 が 無 い 事

連 結 金 具 を 確 実 に ネ ジ 止 め す る こ と

以降、ライトバー同梱の施工説明書を参照。

・ ご 使 用 前 に こ の 取 扱 説 明 書 を 必 ず お 読 み の う え 、 正 し く お 使 い く だ さ い 。

連 結 側

座 金 ・ ネ ジ

（ 同 梱 ）

連 結 金 具

連 結 右 用 器 具

（ 連 結 中 用 器 具 ）


